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ISO (International Organization for

Standardization;国 際 標 準 化 機 構)

1. ISOと は

ISO (International Organization for Standardiza-

tion;国 際標準 化機構)は,物 質 およびサー ビスの国際

交換を容 易に し,知 的,科 学 的,技 術 的および経済的活

動分野 におけ る国際 間の協 力を助長 するため,世 界的 な

標準化およびその関連活動 の発展促進 を図 ることを目的

として,1947年 に設立 された全世 界的な非政府間機構で

ある.

ISOへ の参加 は,各 国 ごとに代表 的標準化機関1機 関

だけが参加 で き,我 が国で は日本工業規格(JIS)を 調査

審議す る日本 工業標 準調査会(JISC)が1952年 に加入

してい る.

現在,ISOへ の参加 国は100か 国に上 り,ISOで 作成

された国際規格(ISO規 格)は1995年 末累積 で10189

件であ り,毎 年数百(1995年 には年間820件)の 規格が

制定又 は改正 されてい る.

2. ISOの 組織

LSOの 組織 は図1の 通 りで,国 際規格等 の具体的な検

討 は専門委員会でな される(図1).

3. ISO命 名 の経緯

ISOは 国際標準化機構 の頭文字で はなく,“相等 しい”

とい う意 味を表す ギ リシ ャ語で あ る “isos”か ら採 られ

た もので,英 語のisonomy(法 の下での平等)あ るいは

isometric(同 じくらいの大 き さ)な どの接頭語 であ る

“iso-”の語源で もある.す なわ ち,“相等 しい”“平等”な

どの概念を通 して規格 あるいは標準化の推進 を考 えると

いう思い と同時 に,三つ の公用語であ る,英 語,フ ラン

ス語,ロ シア語 の各 々の機関名の頭文字 を採 った場合の

混乱を避 ける ことも念頭 においた といわれている.

4. ISO9000シ リーズについて

1987年 に,国 際的 な通商活動の円滑化 の観点か ら,品

質管理 お よび品 質保証 に関連す るISO9000～9004の5

規格(ISO9000シ リーズ)が 制定 された.

この うちISO9001～9003は 購入者 に信頼感 を与 える

ためのいわゆる 「外部品質保証」 に関す る供給者の品質

システムの要求事項が定め られてお り,同 規格を基 準と

して,製 造企業等を対象 とした国際的 な品質 システム審

査登録制度 が運営 されている.

同規格 は,す で に50か 国以上 で国 家規格 と して採用

図1 ISOの 組織
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され,我 が国 で も1991年 に同 シリー ズの翻訳規 格 と し

てJLSZ9900シ リー ズが制定されている.ま た,審 査登

録制度 に基 づいて登録 された事 業所数 は,1996年9月 末

現在 で約1800ヵ 所に及ぶ.

5. ISO14000シ リーズにつ いて

国際的な環境 保全の要求 が増加 するなか で,企 業 の環

境配 慮への自主 的 ・積極 的な取組 みを促進 する手段 と し

て制定 作業 が進 め られ てい る もので,企 業 での環 境 マ

ネー ジメン トに関す る方針,こ れを実行す るためのシス

テム構築に関す る要求事 項,環 境 監査,環 境 ラベ リング

制 度等を内容 としてい る.こ の うち,す でに環境 システ

ムや環境監査に関す る規格(ISOl4001,14010等)が 発

効 され るとともに,我 が国で も国家規格 と してJLSに 取

り込 まれてい る.

ISOl4000の一つ の特徴 は,単 なる維 持活動のみ なら

ず,常 に環境改善 の目標 を決 めて活動す ることが求 あら

ることであ る.

また,同 規格 もISO9000の 場合 と同様 に,第 三者機関

によ る審査 の仕組 みが,別 に用意 されてお り,こ の審査

に適合 した企業 は登録 され,公 表 され る.

(農林水産省食品流通局 池戸重信)


